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真数条件および底の条件より 0,0  yx  
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yYxX log,log  とおくと、 0,0  YX であるから 
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両辺に 22YX をかけると 

 XYYXYXXY 22222 )2(log2)(     0)2(log2 222  XYYXXY  

   0)2(log)( 22  XYXY  0)2log)(2log(  XYXYXY  

 

0XY のとき 0)2log)(2log(  XYXY  YXXY  2log,2log  

0XY のとき 0)2log)(2log(  XYXY  2log2log  XYX  

 

0XY  ⇔ 0,0  YX または 0,0  YX  ⇔ 10,10  yx または 1,1  yx  

0XY  ⇔ 0,0  YX または 0,0  YX  ⇔ 10,1  yx または 1,10  yx  

YXXY  2log,2log  ⇔ yx
x

y log2log,
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同様に 2log2log  XYX  ⇔ xy
x

2
2
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これらを図示すると、右図の通り。 

境界線は含まない。 
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n回の試行中、 1n 回は、一番上のカードを番号 nのカードより下に入れる。 

残り 1回は、一番上に戻すか、番号 nのカードより上に入れる。 

 

番号 nのカードが、下から数えて k 番目 )11( nk≦≦ にあるとき 

一番上のカードを番号 nのカードより下に入れる確率は
n

k
。 

一番上のカードを一番上に戻すか、番号 nのカードより上に入れる確率は
n

kn 
。 

 

1n 回の試行を終え、番号 nのカードが一番上にあるとき 

n回目に一番上のカードを一番上に戻す確率は
n

1
。 

 

求める確率は 
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